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１　はじめに
　県立新潟女子短期大学国際教養学科韓国語コースの2年次必修科目に「朝鮮
事情B（文化）」がある。同コースの学生は必修として1、2年次に韓国語を週
6コマずつ履修する以外に、1年次に「朝鮮事情A（歴史・風土）」（通年）と
「現代韓国研究」（後期）の2科目、2年次に「朝鮮事情B（文化）」（通年）
を履修することになっている。
　筆者は8年にわたって「朝鮮事情B（文化）」を担当してきた。これは通年
科目であり、前期は主に朝鮮時代から日本の植民地統治期までを扱い、後期は
1945年以降、現在に至るまでの時代を扱っている。このうち後期では韓国の文
学作品の翻訳されたものをテキストとし、歴史の授業とは異なる視点から韓国
の社会と文化を理解することを目指してきた。筆者の専門が韓国現代文学であ
るという理由もあるが、小説に描かれた人々の生き方を見ることによって、そ
の背景にある社会や文化をより具体的に知ることができると考えるからであ
る。
　県立新潟女子短期大学における同科目は新潟県立大学の開学にともなって
2009年度で終了するが、筆者は引き続き新潟県立大学国際地域学部国際地域学
科東アジアコースにおいて「韓国の社会と文学Ⅰ（近代）」、および「韓国の
社会と文学Ⅱ（現代）」を担当することになっている。本稿は2009年度「朝鮮
事情B（文化）」後期の授業を検証し、「韓国の社会と文学Ⅰ」「同Ⅱ」の組
み立てを考えるさいの手がかりとすることを目的としている。
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２　「朝鮮事情B（文化）」の各回テーマとねらい
２－１　各回のテーマ
　ここでは2009年度「朝鮮事情B（文化）」後期の各回のテーマ、および使用
した小説について述べる。なお、前期の授業においても文学作品を用いた授業
を行っており、一部のテーマは後期の授業にもまたがっているため、先に前期
の授業のテーマについても項目のみ示しておく。
【2009年度「朝鮮事情B（文化）」前期】
第1回　伝統的女性像
第2、3回　巫俗信仰
第4回　虎とトケビの信仰
第5回　民族のうた「アリラン」
第6、7回　語り継がれる妓生
第8回　詩の中に見る妓生
第9回　伝統的女性と新女性①：朱耀燮「間借り客と母」（小説）
第10、11回　伝統的女性と新女性②：「離れの客とお母さん」（映画）
第12回　植民地朝鮮に暮らした日本人
第13回　植民地期に書かれた詩：金素月、韓龍雲、李相和、盧天命、李陸史、
尹東柱
第14回　植民地末期の日本語小説：崔貞煕「野菊抄」
第15回　前期末試験
【2009年度「朝鮮事情B（文化）」後期】
第1回　「『空と風と星と詩』‐尹東柱・日本統治下の青春と死」（ドキュメ
ンタリー）鑑賞
第2回　植民地末期に作られた映画：「志願兵」
第3回　朝鮮戦争を描いた小説①：崔貞煕「静寂一瞬」
第4回　朝鮮戦争を描いた小説②：朴婉緖「冬の旅」
第5回　朝鮮戦争を描いた小説③：林哲祐「父の地」
第6、7回　現代史に翻弄された若者を描いた映画：「ペパーミントキャン
ディ」
第8回　グループ発表：「冬の旅」「父の地」
第9回　光州世代の小説：孔枝泳「夢」
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第10回　女性の生き方を描いた小説①：金香淑「ガラスの番人」
第11回　女性の生き方を描いた小説②：朴婉緖「夢見る保育器」
第12回　「悲劇の島チェジュ（済州）～『4・3事件』在日コリアンの記憶～」
（ドキュメンタリー）鑑賞
第13回　グループ発表：「ガラスの番人」
第14回　グループ発表：「夢見る保育器」
第15回　後期末試験
　後期の第1回と第2回は、それぞれ前期の第13回、第14回に継続する内容であ
る。本来ならば、前期第13回で詩を読んだ翌週に、これと関連する後期第1回
のドキュメンタリーを鑑賞すべきであるが、前期第14回の小説を後期の初回の
授業に回すことが不都合であったためこのような順序になった。小説を読む場
合は前週の授業時に学生に配布し、読んでくるように指示しているからであ
る。また後期第12回は冬休み明け最初の授業であり、次の回のグループ発表の
ための準備期間を設けるために、ドキュメンタリーを鑑賞することにした。グ
ループ発表については後で述べる。
　上記からわかるように前期は主に女性に関わる内容をテーマとしている。こ
れは、短期大学が女子学生のみであることと、筆者の研究対象が主に韓国の女
性作家であることが合致したことによる。同様に、後期に用いた小説も第5回
の「父の地」以外は女性作家の作品である。今後、新潟県立大学の授業は男子
学生も聴講することになるが、テーマが妥当であれば作家の性別にとらわれる
必要はないと考える。ただし、テーマはもとより、作品選択の幅は広げていき
たいと思う。
２－２　テーマのねらい
（１）朝鮮戦争を描いた小説
　植民地統治からの解放後の韓国社会について考えるとき、最も重要なキー
ワードとなるのが1950年6月に始まった朝鮮戦争である。したがってこのテー
マは、それぞれ執筆時期の異なる3つの小説を通し、韓国の人々がこれまでこ
の戦争とどのように関わってきたのかを知ることをねらいとしている。
　崔貞煕の「静寂一瞬」は1955年の作品である。この作品は朝鮮戦争中の1951
年初めのソウルが舞台となっている。主人公である「老婆」の長男は足を負傷
して家族とともに釜山に避難しており、次男は人民軍に拉致され、長女は夫に
したがって北に渡ってしまっている。そして「老婆」一人となった家には人民
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軍が住みつき、食糧の供出を迫られる。しかし「老婆」は子どもたちの帰宅を
信じ、気力と体力の限りを尽くして家と食糧を守ろうとする。一方で「老婆」
は人民軍の若い女性にわが娘を重ね合わせ、女性の苦労する様子に胸を痛めた
りもする。
　朴婉緖の「冬の旅」は1975年の作品である。この作品の背景は産業化が進行
する、執筆当時の韓国である。主人公の夫は朝鮮戦争勃発前に、北に両親と妻
を残したまま娘一人だけを連れて南に渡ってきた画家である。ある日、主人公
は夫が娘をモデルに人物画を描いている様子を見ながら、夫が娘に前妻の面影
を重ねているのではないかと思って虚しい気持ちになる。そしてあてもなく旅
に出るのだが、旅先で主人公は朝鮮戦争時の深い傷を胸にしまって誠実に生き
る嫁姑に出会う。それぞれにとっての夫と息子を失いながら、互いを思い遣っ
て生きる二人の心に触れた主人公は自らの生き方を振り返り、夫のもとへ帰っ
ていく。
　林哲祐の「父の地」は1984年の作品である。主人公は兵役中の学生であり、
訓練中、偶然に身元の知れない遺骨を掘り上げる。これをきっかけとして主人
公の父に関する話が展開されていく。主人公の父は朝鮮戦争中、主人公が生ま
れる前に行方不明になっており、その理由について幼い頃、母から「罪を犯し
た」とだけ聞かされていた。それ以来、主人公は父の罪を背負わされたような
思いで、父を憎みながら成長してきた。そして母が毎年、北から飛来する渡り
鳥を祈るように見つめる理由を理解できないでいた。しかし戦争で弟が行方不
明になったという村の老人が誰のものとも知れないその遺骨を、礼を尽くして
葬るのを見た主人公は、母の気持ちを理解しようと努力する。
　以上の3つの作品は作品の書かれた年代、作家の世代によって、朝鮮戦争の
捉え方に違いを見せている。先ず、「静寂一瞬」は実際に40歳代で戦争を体験
した作家が、その体験から間を置かずに書いたものであるため現実感がある。
次の「冬の旅」は記憶という形で戦争を蘇らせている。とはいえ朴婉緖は20歳
のときに戦争を経験しているため、その記憶の描写にはやはり現実味がある。
したがってこの作品の場合は、休戦から20年以上が経過した韓国の経済成長期
に書かれたという点に注目して解釈すると、「静寂一瞬」とは違った側面が見
えてくる。
　一方、「父の地」の作家、林哲祐は1954年生まれであるため、戦争の記憶は
希薄だ。主人公がひたすら父を憎み、父の帰りを待ち続ける母の気持ちを理解
できないことなどは、実際に戦争を経験した世代と、戦争を知識として学んだ
世代との溝を表している。
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　このように、執筆年代と作家の世代の異なる作品を比べて読むことによっ
て、朝鮮戦争が韓国の社会と人々にどのような影を落とし、どのように記憶さ
れ、その記憶がどのように受け継がれてきたかを知ることができる。
（２）現代史に翻弄された若者を描いた映画：「ペパーミントキャンディ」
　「ペパーミントキャンディ」は1999年に公開された映画で、原作と監督は金
大中政権（1998年2月～2003年2月）で文化観光大臣を務めた李滄東である。李
滄東は「父の地」の林哲祐と同年齢であり、小説家としても数々の作品を書い
ている。映画のストーリーが現在から過去へ遡りつつ進行することなどは小説
家らしい仕掛けである。
　「ペパーミントキャンディ」は軍事政権下にあった1979年から高度経済成長
期、通貨危機を経て、太陽政策を掲げる金大中政権が始まった頃までの20年間
を背景とし、その激動の20年に浮き沈んだ一人の青年の生き方を描いている。
主人公の人生を狂わせた原因を1980年の光州民主化闘争に置いていることに作
家の世代を見てとることができる。林哲祐は記憶にない朝鮮戦争を素材に用い
て母の世代との溝を浮き彫りにしたが、この映画ではそもそも朝鮮戦争が関心
の対象から外されているのである。
　このテーマでは、光州民主化闘争が韓国の現代史の上でどのような位置を占
めているのかについて、映画を通して理解することがねらいである。
（３）光州世代の小説
　光州民主化闘争を正面から扱った小説はない。軍事政権による言論統制のた
め、長い間、事実を知ることができなかったためである。また、たとえ現場に
いたとしても事実を書くことは生命を危険にさらすことであった。そのため光
州民主化闘争を扱った小説は、故意であろうとなかろうと闘争の外にいたこと
に対する罪意識、あるいは闘争が空しく終わったことへの虚脱感という、人々
の心の問題を描いているものがほとんどである。
　「夢」もそのような内容の作品であり、1993年に書かれた。作者の孔枝泳は
民主化運動や労働運動に関わった経験をもつ1963年生まれであり、ひところ話
題になった386世代である。1960年代に生まれ、1980年代に大学に在学してい
た世代のことを言う。これを光州世代と言いかえることもできる。
　このテーマでは、386世代がどのような時代に学生生活を送っていたのかを
知り、彼らの活動が現在の韓国の発展にどのように関わっているのかについて
考えることをねらいとしている。
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（４）女性の生き方を描いた小説
　「朝鮮事情B（文化）」の前期は女性に関わるテーマが多かった。ここで再
び女性作家による女性の問題を取り上げるのはそれと同様の理由もあるが、何
より1980年代以後に女性作家が多く輩出したためであり、このことは注目に値
する。その背景にはフェミニズム運動の高まりなどいくつかの要因があるが、
いずれにせよ女性の活動範囲が広がり、女性が社会に向けて自由に発言できる
ようになったのだとすれば、作品に描かれた女性の行動や考え方を通して、韓
国社会を表と裏から理解することができるはずである。
　金香淑の「ガラスの番人」は1986年の作品である。これはある会社の社宅を
舞台とし、夫人たちどうしの関わりを通して会社の組織、さらには社会の構造
を批判的に表現している。登場人物を指す呼称が、地の文では会社における夫
の役職にならって「室長の妻」などのように表され、登場人物どうしの会話文
では、夫の地位の上下関係をそのまま反映した呼び方が用いられていることが
特徴的である。
　朴婉緖の「夢見る保育器」は1993年の作品である。朴婉緖の作品は「冬の
旅」に次いで２つ目である。これはこの作家が社会の裏側を描き出すことに定
評があるうえ、日本語に翻訳されている作品が多いことによる。「夢見る保育
器」は男児を産むことを強要され、そのために女児を中絶した経験のある主人
公が、そうした男子優先の社会のあり方と人々の意識構造に疑問を感じはじめ
るという内容である。
　このテーマでは、女性が家庭や社会の中で期待されてきた役割と、その背景
にある社会の構造、そして人々の意識とその変化について知ることがねらいで
ある。
３　授業の進め方
　「朝鮮事情B（文化）」の授業ではグループ活動を多く取り入れている。と
くに小説をテキストにする場合は、その内容について自らの考えを自由に発表
できる雰囲気を作ることが重要だからである。またそれ以前の問題として、全
員が小説を読んだうえで授業に出席するように仕向けることが必要である。そ
のためには受身で参加できる授業であってはならない。これらの理由から、読
んできた小説についてグループで話し合い、それを発表するという授業形態に
したところ、ほとんどの学生が小説を読み、互いの意見を交換しあう雰囲気が
生まれた。6人前後のグループを6グループ作っている。
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　小説は前週の授業の終わりに配っている。後で紹介するアンケートによれ
ば、2週間前に渡してほしかったという意見が3分の1程度あったが、3分の2は1
週間前でちょうどよかったと答えている。長さに違いはあるが、すべて短編小
説である。
　また、小説とともに、いくつかの質問事項を書いたＡ4のプリント1枚も渡し
ている。これは本来、読む意欲を高めることが目的であり、作品の解釈は自由
に行ってほしいと思っている。しかし限られた時間内に小説を通して文化を理
解させるという目的を達成するためには、一定の解釈に導くような質問を与え
ざるを得ないのも事実である。これに関して、国語の授業のようだったと感じ
ていた学生もいたことがアンケート結果からわかった。
　以下は、「静寂一瞬」についての質問事項である。
　1）次の空欄を埋めること。
　　　1950.6.25　①（　　　　　　）
　　　1950.6.28　人民軍、ソウル占領
　　　1950.9.15　②（　　　　　　）
　　　（以下省略）
　　　
　2）「老婆」の家族はどのような状況にあるか。
　3）「老婆」はなぜ避難しないのか。
　4）「老婆」はなぜ鄭彩恵に親切にするのか。
　5）「老婆」にとって「北」とは何か。
　6）この作品のテーマは何だと思うか。
　授業では先ず、時代背景や作家に関しての情報を与える。時代背景について
は上記のように質問事項に含ませる場合もある。そもそも最初に述べたよう
に、学生は1年次に「朝鮮事情A（歴史・風土）」と「現代韓国研究」の講義
を受けているが、歴史の知識はかなり乏しい。予め調べさせてくるという方法
もあるが、小説を読むことを最優先にするため、それは課していない。
　次に前週に与えられた質問事項についてグループごとに確認しあう時間を与
える。読んできていない学生はこのとき肩身の狭い思いをすることになる。ま
た、筆者は同じクラスの韓国語の授業も担当しているが、韓国語の授業で目立
たない学生が話し合いをリードしている光景も見られ、新たな発見に人知れず
感動することがある。
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　20分ほどの話し合いのあと、グループごとに発表させる。同じ質問について
全てのグループに答えさせるようにしている。発表の機会を多く与えるためで
あるが、他のグループと同じような答えでも言い方を工夫するなど、グループ
どうしで楽しみながら競い合う雰囲気が生まれる。
　全ての質問に対する発表が終わると、教師がまとめをすることになる。ただ
し時間が足りなくなる場合が多い。そのときは翌週の初めに、その週に読む作
品や作家と関連づけながら話すことになる。しかしこれもアンケートを見る
と、まとめが不十分と感じていた学生もいた。
　期末試験を除いて14回の授業のうち、3回はグループ発表にあてた。すでに
授業で扱った作品をさらに掘り下げ、レジュメを作って発表するというやり方
である。1つの作品について3グループずつ割り当てた。各グループの発表のあ
とには質疑応答の時間を設け、発表を聞いていた5グループは必ず1つずつ質問
をしなければならないこととした。最初は6グループ全ての発表を1回の授業で
行ったが、質疑応答の時間が十分に取れなかったため、2度目は2週に分けて
行った。
　各グループの発表の中には、すでに授業で一度扱った作品であるにもかかわ
らず見当違いの解釈をしている例もあった。独創的な解釈を試みようとしたた
めであると思われるが、作品の背景を無視したような解釈に対しては、授業方
法に問題があったのではないかと考えさせられた。
４　学生の理解度
　
　「朝鮮事情B（文化）」後期の期末試験では2つの問題を出した。1つめは
「冬の旅」と「夢見る保育器」のいずれかを選び、小説の続きを書くというも
のである。「冬の旅」と「夢見る保育器」に限定したのは、グループ発表に用
いた作品なので内容をよく覚えているということと、その内容も他の作品より
ストーリー性があるため、学生自ら話を創作することが困難ではないと判断し
たことによる。2つめは授業で扱った6つの小説について、それぞれ韓国の文化
や社会に関してどのようなことが読み取れたか、印象に残った部分を書くとい
うものである。
　1つめの問題は、作品の内容を理解していて、作品内の事実に取り違えがな
く、創作した話に妥当性があるかどうかを基準に採点を行った。その結果、数
の上では「冬の旅」を選んだ学生がわずかに多かったが、点数は「夢見る保育
器」を選んだ学生の方が高かった。やはり朝鮮戦争より、女性の問題の方が身
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近にとらえることができたようである。
　2つめの問題についても、作品の内容に取り違えがなく、作品を通して実際
に読み取れる文化や社会の背景を挙げているかどうかを基準に採点を行った。
長い解答を求める問題ではなく、ほとんどの学生が核心的な部分を挙げてい
た。ただし、光州民主化闘争を扱った「夢」については、アンケートでも明ら
かになったが、かなり理解が難しかったようである。また、女性の問題を扱っ
た2つの小説は学期の終盤に読み、グループ発表も行った作品であるため概し
て点数が高かった。しかしそれだけに、単に女性差別ということではなく、同
じ女性としてもう少し踏み込んで解釈してほしいという思いが残った。それに
はやはり授業で時間をかけて話し合うことが必要であろう。
　いずれにせよ、学生の解答は教師が授業中に話した内容を反映したものであ
るため、反省させられる点が多々あった。
５　授業アンケート
　この授業アンケートは第14回の授業時に配布し、翌週の試験の日に持ってく
るように指示した。試験勉強のためにもう一度作品を読み直してから回答させ
たほうが正確な回答を得られると考えたからである。無記名で行い、回答者は
学生34名中33名、特別受講生（社会人受講生）4名中3名の合計36名である。以
下に質問と回答を示す。
　後期の授業では1950年代から1990年代までの6つの小説を読みました。
　
　1）内容、長さ、文章など総合的に見て、読みやすかった作品はどれです
か。2つ挙げてください。（総数72票）
　　①「冬の旅」25票　②「ガラスの番人」23票　③「父の地」14票
　　④「夢見る保育器」7票　⑤「静寂一瞬」2票　⑥「夢」1票
　2）親しみが持てた作品はどれですか。2つ挙げてください。（総数72票）
　　①「冬の旅」23票　①「ガラスの番人」23票　③「夢見る保育器」14票
　　④「父の地」8票　⑤「静寂一瞬」3票　⑥「夢」1票
　3）内容がよく理解できた作品はどれですか。2つ挙げてください。（総数72
票）
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　　①「冬の旅」25票　②「ガラスの番人」23票　③「父の地」10票
　　③「夢見る保育器」10票 ⑤「静寂一瞬」4票　⑥「夢」0票
　4） 6つの作品は韓国の文化や社会を知る上でどのくらい役に立ちました
か。
　　 A）大いに役立った　B）ある程度役に立った　C）あまり役に立たな
かった　D）まったく役に立たなかった
　　「静寂一瞬」　 A）11票 B）20票 C）4票  D）1票
　　「冬の旅」　　 A）9票  B）25票 C）2票  D）0票
　　「父の地」　　 A）10票 B）23票 C）3票  D）0票
　　「夢」　　　　 A）2票  B）15票 C）16票 D）3票
　　「ガラスの番人」 A）19票 B）14票 C）3票  D）0票
　　「夢見る保育器」 A）26票 B）9票  C）1票  D）0票
　5）14回の授業の中で6つの小説を読むことは負担になりましたか。
とても負担になった　2人　　少し負担だった　26人
どちらともいえない　2人　　負担とは感じなかった　6人
　6）1週間前に作品を渡されることについてどう思いましたか。
もっと早く渡してほしかった　11人　　ちょうどよかった　24人
その他　1人
　7）授業についての感想をどんなことでも書いてください。
　
同様の内容ごとにまとめたものを以下に示す。
　　・「毎週のように小説を渡されて少し大変だった」（他4件）
　　・「主人公が辛い生活を送っているような内容が多く、楽しい話をもっと
読んでみたかった」（他2件）
　　・「韓国の小説を読んだことがなかったので、たくさん読むことができて
よかった」（他8件）
　　・「小説を通して朝鮮の歴史や社会風潮を知ることは新鮮だった」（他9
件。この中には「韓国社会は複雑な関係などが絡んでいて大変というか
面倒くさい社会だと思った」という率直な感想も1件含まれている）
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　　・「1つの作品を、発表などを通じて吟味して読み、新たな発見や疑問を
見つけ出すことができて楽しかった。こういう授業を通して自分でよく
考える力をつけたいと思った」（他5件）
　
　このほか、授業方法に関する感想として以下のものがあった。
　　・「発表のレジュメを作るとき、グループ作業だとかえって時間がかかっ
てやりづらかった」（他1件）
　　・「できれば最終的に先生から小説の内容などを教えてほしかった」
　　・「話のまとめが中途半端で終わってしまうことがあったので、1つの話
に2時間かけてじっくり内容について話し合いたかった」
　　・「小説を読む以上の学習が必要だと思う。韓国社会というより国語の授
業のようだ。小説の内容に関する資料等があればよりよい学習になるの
ではないか」
　　・「韓国語をガツガツする授業より楽しめた」
６　おわりに
　韓国文化を教える授業に文学作品を用いる方法として大きく2通りがある。1
つは原作を読むことであり、もう1つは翻訳された作品を読むことである。原
作を読む場合には、学生に小説を読めるだけの韓国語の能力があることが前提
となる。それにしても相当な実力がなければ購読の授業になりかねない。もち
ろん外国語を読むこと自体が文化を理解することではあるが、14回の授業で読
める分量は限られている。したがって文化の理解を優先させるならば、やはり
翻訳された作品を読むことになる。
　翻訳された作品を用いる場合の問題点は、何といっても作品数が限られてい
ることである。そのため授業で取り上げようとするテーマに適合する作品を見
つけることがなかなか難しい。また、テーマには合っていても授業では扱いに
くいものも多い。内容上の問題のほか、原作の質、翻訳の仕方なども見極める
必要がある。筆者の場合は、適当な作品が見つからないときは自ら翻訳するこ
ともある。翻訳作品の調査と収集はこれまでも行ってきたが、今後、いっそう
努めていきたい。
　アンケート結果から、小説を用いた文化の理解、またグループ活動という方
法が一定の効果を上げていることがわかった。反面、教師によるまとめの不足
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を指摘する声があり、期末試験の結果からもそのような面が感じられた。これ
らのことを念頭に入れ、これから始まる新たな授業の組み立てを考えていきた
いと思う。
　最後に、2009年度「朝鮮事情B（文化）」後期の授業で用いた小説の原作と
翻訳、それぞれの出典を記しておく。
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